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1.はじめに 

 高度経済成長期以降，山麓地域や丘陵地の斜面の谷埋め盛土造成地が相次いで開発され，大地震の度にそのよう

な地盤での被害が見られている．東北地方太平洋沖地震の被害調査たとえば 1)によると，盛土造成地の盛土部や切り盛

り境界部において，地すべりや地盤の隆起・沈下に伴う建物の倒壊などの被害が数多く発生し，切土部に比べて被

害が甚大であったことが報告されている．これは谷埋め部分の S 波速度が切土部と比較して小さく，地震動の増幅

が起こりやすいためである．本研究では盛土地盤の地盤震動特性を把握するために，大規模盛土造成地に指定され

ている鳥取市若葉台地域において常時微動観測を実施した． 

2.微動観測 

微動の 3 成分単点観測を観測時間 10 分程度として 94 点で行った．アレイ観測は地震計を円の中心に 1 台，円周

上に 3 台が正三角形になるように 4 台配置し，盛土部(WKBAR2)と切土部(WKBAR1)で各 1 点実施した．アレイ半径は

1-30m で，観測時間は 10-15 分とした．サンプリング周波数は単点観測とアレイ観測ともに 200Hz で実施した．地

震計は白山工業製の JU410 を使用した． 

3.GIS よる宅地造成地の切り盛り厚さ推定 

 対象地域の旧地形図と現地形図の標高差をとることにより，その差を切り盛り厚さとした．旧地形図は昭和 50 年

発行の 2 万 5 千分の 1 地形図を使用し，ESRI 社製の ArcGIS を用いて求めた．旧地形図から標高を読み取る方法は

以下の通りである．1）旧地形図をスキャナで読み取りデジタル化する．2）ジオリファレンス機能により，デジタ

ル化したデータを現在の地形図の位置に合わせる．3）旧地形図の標高線に沿ってラインを作成し，各等高線に標高

値を入力する．4）ANUDEM2)による内挿補間を行い，ラスター化した造成前の標高分布を作成する． 

現地形図は国土地理院が発行している 5ｍメッシュの数値標高データ(DEM)を使用し，逆距離荷重法（IDW）によ

って内挿してラスター化した．その後旧標高と現標高の差をラスター演算で空間的に標高差を求めた． 
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図 1 若葉台における微動 H/V の卓越周期分布図 
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4.微動探査による地盤構造推定 

3 成分単点観測では得られた微動記録の 3 成分フーリエスペクトルを求め，水平動成分の相乗平均と上下動成分

の比を取ることで H/V スペクトルを得た．図 1 に若葉台地域における卓越周期分布図を示す．なお図中の赤色のエ

リアは盛土部，青色のエリアは切土部を表す．H/V スペクトルについて盛土部では明瞭なピークがみられる点が多

いが，切土部ではどの周期帯でもピークがみられない点が広く分布していることがわかった．なお後者のような切

土部でピークがみられない場合，今回は卓越周期を読み取らないものとする．卓越周期について盛土部では 0.1-0.4

秒，切土部では主に 0.2 秒以下の点が分布している．また盛土部で比較的長周期の点が多く，切土部より地盤が軟

弱であると想定される． 

微動アレイ探査では観測記録より SPAC 法 3)および CCA 法 4)により位相速度分散曲線を求めた．位相速度分散曲線

と H/V スペクトルの両方を満たすよう，地盤構造モデルを試行錯誤で決定した．図 2 に S波速度構造の柱状図を示

す．図2より切土部のWKBAR1に比べて盛土部のWKBAR2の方がVs=250m/sの層が厚く堆積していることがわかった．

これらの点近傍のボーリングデータより，礫まじり砂質粘土・礫まじり粘土質砂の盛土層が約 20m 存在しており，

それが WKBAR2 地点の表層(1，2 層目)に対応していると考えられる． 

推定した地盤構造モデルと微動 H/V の卓越周期から 4 分の 1 波長則で表層の層厚を推定した．推定モデルの Vs＝

1200m/s 上面を境界として重み付き平均で S 波速度を算出し，盛土部を Vs＝367m/s，切土部を Vs＝535m/s として

層厚の推定を行った．ボーリングデータより，卓越周期が読み取れなかった切土地点の層厚を一律 5m として内挿補

完して層厚分布を作成した．図 3 の層厚分布より推定層厚が厚い地点と盛土部が概ね対応しており，その層厚は最

も深い場所で 30m 程度あることがわかった． 

5.まとめ 

大規模盛土造成地に指定されている鳥取市若葉台地域で微動観測を行った結果，以下のことがわかった． 

 H/V スペクトルの卓越周期は全域で 0.1-0.4 秒の範囲であり，盛土部でより長周期な点が分布する傾向がみられ

た． 

 推定した地盤構造より，盛土部では切土部よりもS波速度250m/s以下の層が厚く堆積していることがわかった． 

 推定表層厚分布と切り盛り分布を比較した結果，それらの傾向が類似していることを確認した． 
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図 2 S 波速度構造の柱状図     図 3 微動 H/V 卓越周期から推定した表層地盤の層厚分布図 
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